
 学校だより　Ｒ４　７月号　
  　　　掛川市立

　　　　　北中学校
　　　　掛川市上西郷220-2

　　　　電話　24-1915　　　　　　　

　
「黄翼祭　6/1」

　現在、学校では今週から来週に渡って、新生徒会
長選挙に向けての立候補者演説が始まりました。立
候補者と推薦者が朝の時間と帰りの会の時間を使っ
て、各学級に立候補演説をして回っています。今年
度の立候補者は４人です。私も各４人の立候補者演
説の様子を見に行きました。緊張感の中、みんな
「私が生徒会長になったら・・・」と生徒会長とし
て頑張りたい思いを熱く語っています。どの立候補
者もとても真剣な眼差しです。演説の内容もきちん
とまとまっていて、聞いていてとてもわかりやすいものでした。みんな最後は
「今よりもさらに良い北中学校を創っていきたいです。」といった内容で締め
くくられていました。４人ともとてもたくましく堂々としていて、これなら新
しい北中を任せても大丈夫だという安心感がありました。

泰山北斗
次の北中学校を創る大事なバトンパス

　本年度の「黄翼祭」は、新型コロナウイルス感染
予防対策と熱中症対策だけでなく、食中毒対策（給
食対応）、安全対策、防犯対策についても協議し、
生徒会が中心となって企画・運営を行いました。
　マスク着用等の制限がある中での体育的行事でし
たが、生徒たちは、約束事項をみんなで守りなが
ら、競技に運営に一生懸命取り組みました。
　北中生の誠実さと思いやりを感じることができた
素晴らしい黄翼祭となりました。

　このように、いよいよ本校生徒会も今の体制から新しい体制へ向けて動き出
しました。生徒会だけではありません。部活動（運動部）も先週から夏の中体
連小笠総体が始まりました。運動部に所属する３年生にとって、中学校生活最
後となる大会です。この夏を過ぎると各運動部は２年生を中心とする新チーム
となって動き出します。まさにいろいろな場面で北中学校の「テイクオーバー
ゾーン」がやってきました。ここまで北中学校を創りあげてきた３年生から
１，２年生へ、いろいろな分野で少しずつ少しずつバトンパスが行われます。
この機会を大切にして北中学校の良い面はさらに伸ばし、課題となる部分は改
善して良い方向へ導けるように、確実にバトンを渡してほしいと思います。こ
のバトンパスを終えた後、更に大きく発展していく、これからの北中学校が楽
しみでなりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　城下　俊介

　　　　　　　　　　　　　生徒の皆さんはすでに知っていると思いますが、
　　　　　　　　　　　　リレーでバトンの受け渡しを行う範囲のことを「テ
　　　　　　　　　　　　イクオーバーゾーン」と言います。この範囲を超え
　　　　　　　　　　　　て次の走者へバトンを渡してしまうと失格となって
　　　　　　　　　　　　しまいます。またバトンを落としてしまうと大幅に
　　　　　　　　　　　　おくれを取ってしまいます。「テイクオーバーゾー
　　　　　　　　　　　　ン」は確実に次の走者にバトンを渡さなければなら
　　　　　　　　　　　　ないとても大事なゾーンです。



「冀北集会　6/６」

6/26現在

【７月の教育活動】

　第２ステージの冀北集会は、テレビ放送を活用
し、各学級にて視聴しました。
　「挑戦」のステージである第２ステージは、定期
テストや生徒会選挙、三者面談、小笠総体など、た
くさんの行事が予定されています。
　目の前にある課題に挑戦し、やり遂げるステージ
にしていきましょう。

第２ステージ　スタート
「挑戦」のステージ　６／６～７／22

目の前にある課題に挑戦しやり遂げることで、自己肯定感を高める

※応援につきましては、中体連から出されています「中体連の応援にあたって
　のお願い」通知に従って御対応願います。

＜小笠総体・西部総体・県総体の日程＞


